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３．設備の信頼性向上 
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社 

 １．福島第一原子力発電所の現状（原子炉や建屋の状況） 

圧力容器底部温度 

１号機 15.3℃ 

２号機 21.6℃ 

３号機 18.2℃ 

格納容器内温度 

１号機 15.5℃ 

２号機 25.1℃ 

３号機 17.7℃ 

燃料プール温度 

１号機 14.0℃ 

２号機 29.1℃ 

３号機 23.1℃ 

原子炉注水量 

１号機 注水量： 4.5㎥/h 

２号機 注水量： 4.5㎥/h 

３号機 注水量：4.3㎥/h 

2015年3月25日 11:00 現在 

 各号機ともに冷温停止状態を継続 

５６６ 

体 注水 

構台 

安全第一 福島第一 
安全第一 福島第一 安全

第一 

福島第一 

安全第一 福島第一 安全第一 福島第一 安全第一 福島第一 

６１５ 
体 注水 

ﾌﾞﾛｰｱｳﾄﾊﾟﾈﾙ 
（閉止完了） 

2号機 3号機 4号機 

ｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝ 

燃料取り出し用カバー 

1号機 

３９２ 
 体 

 

 

 

建屋カバー 使用済燃料 
プール(SFP) 

原子炉 
格納容器 
(PCV) 

原子炉建屋(R/B) 

原子炉 
圧力容器 
(RPV) 

燃料 
デブリ 

圧力抑制室 
(S/C) 

注水 

ベント管 

トーラス 
室 

1533/1533※ 
移送済み燃料（体） 

（2014/12／22４時点） 

上部ｶﾞﾚｷ 

撤去済 

※４号機使用済燃料プール内の燃料は2014年12月22日に取り出し完了済み 
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社 

2011年３月12日撮影 2014年11月10日撮影:カバー解体作業開始 

2011年４月10日撮影 2012年8月15日撮影 

2012年２月12日撮影 2013年10月11日撮影 

2011年９月22日撮影 2012年７月５日撮影 2013年11月12日:カバー工事完了 

現
状 

課
題 

１号機 

現
状 

課
題 

２号機 

現
状 

課
題 

３号機 

現
状 

課
題 

４号機 

水素爆発した原子炉建屋にカバーを設置（2011年11月） 
 

建屋カバーを一時的に取り外し、ガレキの堆積状況を確認（2014
年10月～12月） 

燃料取り出し等の工事に向けた準備 
原子炉建屋カバーの撤去及び放射性物質飛散抑制対策等の実施 

原子炉建屋上部及びプール内ガレキ撤去計画の策定 

 

ブローアウトパネルを閉止し、放射性物質の飛散を抑制 

原子炉建屋内の線量低減対策 
他号機と比べ線量が高く引き続き汚染状況調査を実施する予定 

 

原子炉建屋上部のガレキ撤去が完了（2013年10月） 

使用済燃料プールからの燃料取り出しに向けた準備 
原子炉建屋上部の除染・遮へい工事、プール内ガレキ撤去を遠隔操作にて実施中 

 

使用済燃料プールからの燃料取り出しが完了 

（2014年12月22日） 

建屋解体を含む本格的な廃炉作業の検討 

燃料取り出し用カバーイメージ 

１．福島第一原子力発電所の現状（現状と課題） 
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社 

1～3号機の圧力容器・格納容器から放出される放射性物質(セシウム）の量は、原子炉建屋頂部での大気
風の放射性物質濃度（塵濃度）に基づいて算定される。 

    → 合計放出量（2013年5月現在）の査定値は、約1000万Bq/hrと算定された。 

    → 事故直後と比較して約8000万分の1 である。 

このため、敷地境界での被ばく線量は最大でも0.03mSv/yr と査定される。   
    (すでに放出されている放射性物質の影響を除く)     注記：法律により定められた被ばく限界は1mSv/yrである。 

1．福島第一原子力発電所の現状（気中放射性物質の状況） 

１~4号機原子炉建屋からの放射性物質による発電所周辺の被ばく線量 
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☞放射性物質＝セシウム、年間数値 
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ミ
リ
シ
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ル
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自然放射線による年間 

線量の約70分の1の数値 

☞放射線の量（ミリシーベルト） 
 ＝人体が直接受ける放射線量を表す単位 

1.7ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ 

0.03ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ 
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社 

  
 事故直後と比較して放射能濃

度は１０万分の一程度まで低下、
港湾外では告示濃度に比べて
十分低いレベルまで低下 

１．福島第一原子力発電所の現状  （港湾内外における放射能濃度の変化） 

T-2-1　南放水口付近海水
（南放水口から約１．３ｋｍ）

 

T-0-2 港湾口東側

T-0-3 南防波堤南側

T-1　5,6号機放水口北側（北
放水口から３０ｍ）

T-0-1 北防波堤北側

T-2　南放水口付近（排水
路付近）（南放水口から約
３３０ｍ）

排水路

＜海水＞

《参考》告示濃度（周辺監視区域外 

     の水中の濃度限度） 

・セシウム137： 90Bq/L 

・セシウム134： 60Bq/L      ： シルトフェンス 

     ： 海側遮水壁 

福島第一　南放水口付近　海水放射能濃度（Ｂｑ／L）
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福島第一　敷地沖合15km（T-5）　上層　海水放射能濃度（Ｂｑ／L）
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福島第一　3号機スクリーン海水（シルトフェンス内側）放射能濃度（Ｂｑ／L）
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社 

2．汚染水対策（三つの基本方針と対策） 

提供：日本スペースイメージング（株）、(C)DigitalGlobe 

１ ２ ３ ４

⑧海側遮水壁

⑤陸側遮水壁

④建屋近傍の井戸
（サブドレン）

③地下水バイパス

②トレンチ内高濃度
汚染水除去

⑥土壌浸透を抑える
敷地舗装

⑦地盤改良

⑨タンク設置
予定地

地
下
水
の
流
れ ①多核種除去設備

提供：日本スペースイメージング（株）、(C)DigitalGlobe

１ ２ ３ ４

⑧海側遮水壁

⑤陸側遮水壁

④建屋近傍の井戸
（サブドレン）

③地下水バイパス

②トレンチ内高濃度
汚染水除去

⑥土壌浸透を抑える
敷地舗装

⑦地盤改良

⑨タンク設置
予定地

地
下
水
の
流
れ

地
下
水
の
流
れ ①多核種除去設備

提供：日本スペースイメージング（株）、(C)DigitalGlobe

上部透水層

難透水層

汲み上げ

揚水井
下部透水層

難透水層

④サブドレン

地下水ドレン

地下水位

海水面

原子炉建屋

⑧海側遮水壁⑤陸側遮水壁 ⑤陸側遮水壁

③地下水バイパス
⑥敷地舗装

雨

⑦水ガラス
地盤改良

ウェルポイント

②トレンチ

汲み上げ セシウム除去
淡水化

タービン建屋
汲み上げ④サブドレン

汲み上げ

方針１．汚染源を取り除く 

①多核種除去設備(ALPS)等による汚染水浄化 
②トレンチ内の汚染水除去 

方針２．汚染源に水を近づけない 

③地下水バイパスによる地下水汲み上げ 

④建屋近傍の井戸での地下水汲み上げ（サブドレン、地下
水ドレン） 

⑤凍土方式の陸側遮水壁の設置 

⑥雨水の土壌浸透を抑える敷地舗装（フェーシング） 

方針３．汚染水を漏らさない 

⑦水ガラスによる地盤改良 

⑧海側遮水壁の設置 

⑨タンクの増設（溶接型へのリプレイス等） 



7 

無断複写・転載禁止 東京電力株式会社 

 2．汚染水対策（多重的なリスク低減策） 

多重的な 

リスク低減策 

★多重的な対策により、汚染水のリスク低減を図る。 

多核種除去設備 

現在ホット試験中 
処理能力：250ｍ３/日×３系列 
除去能力：62核種を告示濃度限

度未満へ 

増設 

多核種除去設備 

現在ホット試験中 
処理能力：250ｍ３/日以上×３系列 
除去能力： 62核種を告示濃度限度

未満へ 

高性能 

多核種除去設備 

現在ホット試験中 
処理能力：500ｍ３/日以上 

除去能力： 62核種を告示濃度限
度未満へ 

モバイル型 

ストロンチウム除去装置 

【Ａ系、Ｂ系】処理運転中 

【第二】処理運転中  

処理能力：300ｍ３/日×２系、480m3/日×４台 

除去能力：ストロンチウムを1/10～1/1,000へ低減 

処理運転中  
処理能力：500～900ｍ３/日 
除去能力：ストロンチウムを

1/100～1/1,000へ低減 

セシウム吸着装置 

でのストロンチウム除去 

処理運転中 
処理能力：600ｍ３/日 

除去能力：ストロンチウムを 
1/100～1/1,000へ低減 

第二セシウム吸着装置 

でのストロンチウム除去 

処理運転中  
処理能力：1,200ｍ３/日 

除去能力：ストロンチウムを
1/100～1/1,000へ低減 

ＲＯ濃縮水 

処理設備 
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社 

3.設備の信頼性向上(配管の恒久化およびタンク周辺の雨水対策) 

昨年の台風対応を踏まえ、①堰の嵩上げ，②雨水抑制（雨樋、堰カバー），③雨水回収タンクの
大型化，④移送ポンプの大型化，⑤堰内水位監視カメラ設置等、様々な設備対策を実施 

雨水回収 

タンク 

水位監視 

カメラ 

雨樋 

堰カバー 
堰カバー 

雨樋 

タンク周辺の雨水対策 

配管の恒久化 

2012年４月撮影 2014年９月撮影 
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社 

3.設備の信頼性向上(循環ループ縮小化工事) 

 汚染水の移送、水処理、炉注を行う循環ループの内、塩分除去（RO）装置を４号タービン建屋に設置し、
循環ループの縮小による屋外移送配管の漏えいリスク低減等を行うもの（２０１５年度上半期実施予定）。 

 これにより、循環ループ（屋外移送配管）は約3kmから約0.8kmに縮小される（滞留水移送ラインを含め
ると約2.1km）。 

【循環ループ縮小 全体イメージ】 
（太線部が今回設置する「建屋内RO循環設備」） 

＃１～＃３ 

Ｒ／Ｂ 

＃１～＃４ 

Ｔ／Ｂ 
集中ラド 

ＨＴＩ ＳＰＴ 
塩分除去 

（RO装置） 

貯蔵 

タンク 

ＲＯ 

装置 

P 

＃１～＃３ 

ＣＳＴ 
処理水（バックアップ） 

Cs除去 
（ＳＡＲＲＹ、 

ＫＵＲＩＯＮ） P 

♯4 

Ｔ／Ｂ 

地下水流入 

移送ライン 

排水ライン 

RO装置を４号T/Bオペフロに新設 
SPTからRO装置への移送ライン、

RO廃液の排水ライン新設 

RO装置からCSTへ移送ライン新設 
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社 

4．燃料取り出しに向けた状況（「廃炉」の主な作業ステップと各号機の現状） 

 「廃炉」の主な作業項目は、使用済燃料プールからの燃料取り出し、燃料デブリ（溶融燃料） 

  取り出し、原子炉施設の解体等 

 ４号機使用済燃料プールからの燃料取り出しを平成26年12月22日に完了し、１～３号機の燃料取り出
し、燃料デブリ取り出しの開始に向け順次作業中 

使用済燃料プール 

からの燃料取り出し 

解体等 

燃料デブリ 

（溶融燃料）取り出し 

原子炉施設の解体等 

保管／搬出 燃料取り出し 
燃料取り出し 

設備の設置 

瓦礫撤去、 

除染 

保管／搬出 
燃料デブリ 

取り出し 
止水、水張り 

除染、 

漏えい箇所調査 

設備の設計 

・製作 

シナリオ 

・技術の検討 

１、２号機 ３号機 
４号機 

１～３号機 
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社 

4．燃料取り出しに向けた状況（３号機のオペフロ状況） 

【 オペフロの状態（現在）】 
  ・オペフロ上の大型瓦礫の撤去は完了し、除染・遮蔽工事を実施中 
    →除染作業時も瓦礫撤去時と同等の飛散抑制策を実施 
  ・使用済燃料プール内の大型瓦礫撤去を実施中 
    →水中瓦礫のため飛散防止剤散布対象外 
【 今後の主な作業予定】 

 平成23年3月撮影  平成26年12月撮影 

 除染中（現在） 大型瓦礫撤去前 

②除染、ﾌﾟｰﾙ内瓦礫撤去 ③遮蔽設置 ④燃料カバー設置 ①ｵﾍﾟﾌﾛ瓦礫撤去 
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社 

4．燃料取り出しに向けた状況(１号機のオペフロ状況） 

【 オペフロの状態（現在）】 
  ・屋根カバー閉止中 （平成26年12月4日閉止完了） 
 

【 今後の主な作業予定】 
   
①カバー解体 ②瓦礫撤去 ③除染作業 ④遮蔽設置 ⑤燃料カバー設置 

原子炉建屋オペフロ状況 カバー設置後（現状） 

オペフロ全景（北西面） 
平成23年6月撮影 

オペフロ全景（南東面） 
平成23年6月撮影 

平成26年12月撮影 
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社 

 4．燃料取り出しに向けた状況（プール燃料取り出し：１号機崩落した屋根の裏側） 

使用済燃料プール水面 

原子炉ウェルカバー 
写真① 

写真② 

写真③ 

燃料取扱機 

燃料取扱機（下部） 

ガレキ 
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社 

燃料デブリ取り出しまでの作業イメージ 

4．燃料取り出しに向けた状況（燃料デブリ取り出しまでの作業イメージ） 

ﾄｰﾗｽ室 
格納容器 

燃料デブリ収納缶 

搬出 

ﾄｰﾗｽ室 

天井クレーン 

格納容器 

圧力容器 

使用済燃 

料プール 

圧力容器上蓋 

ﾄｰﾗｽ室

貫通部
貫通部

圧力容器

格納容器

使用済燃
料プール

止水

水張り

原子炉格納容器下部補修（止水～
下部水張り）（イメージ） 

燃料デブリ取り出し（イメー
ジ） 



17 

無断複写・転載禁止 東京電力株式会社 

 5．燃料デブリ取り出しに向けた研究開発（ロボット開発） 

除染ロボット   

 原子炉建屋内は放射線レベルが高いため、除染ロボットを開発（以下の写真は低所用） 

調査ロボット 

 建屋内の放射線レベルを測定
し、写真撮影のため、ガレキ上を
走行可能なカメラ付き計測ロボッ
トを開発 
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社 

  １号機ベント管下部周辺の調査（概要） 

水上ボート 工場での航行試験の様子 

ベント管 

サプレッションチェンバ（Ｓ／Ｃ） 

水上ボート 

サンドクッション 

ドレンライン 

A B 

ＰＣＶ 

Ｓ／Ｃ 

真空破壊ライン 

Ａ箇所：ベント管スリーブ 
Ｂ箇所：ベント管 
Ｃ箇所：サンドクッションドレン管 
Ｄ箇所：サンドクッションリングヘッダ 

D 

C 

ドレンファンネル 

サンド 

クッション 

 燃料デブリ取り出し準備に必要な原子炉格納容器の補修（止水）に向け、格納容器からの漏えい箇所を推
定することを目的としたベント管下部周辺の調査を実施。 

 水上ボートに搭載したカメラ映像により、ベント管スリーブ端部からの水の流れの有無およびサンドクッショ
ンドレン管の状況（外観）等を確認した。 

 5．燃料デブリ取り出しに向けた研究開発(1号機） 
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CRDレール・ペデスタル
開口部の状況調査 

X-53ペネからの調査で実施
済（H25/8） 

事前調査        

ペデスタル内のアクセスルートおよびＰＣＶ内の状況や環
境条件を取得する。 

X-6ペネ 

CRD交換レール ペデスタル開口部 

作業員アクセス口 

ＲＰＶ 

ＣＲＤ 

ＰＣＶ 

プラットホーム 

２号機ＰＣＶ（ペデスタル内）調査（計画案） 

※⑤はペデスタル外からのアクセスについても検討中 

 X-6ペネ→ＣＲＤ交換レール→ペデスタル開口部を経由しペデスタル内に調査装置を投入する
ことでペデスタル内の燃料デブリの位置（分布）の把握を目的とした調査を計画 

 事前調査としてＣＲＤ交換レール～ペデスタル開口部の状況調査を実施。 

 ５．燃料デブリ取り出しに向けた研究開発（２号機ＰＣＶ調査） 
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③ 

① 

ＣＲＤ交換
レール面 

１階グレー
チング 

ペデスタル開口部周辺 

 

X-53 

X-6 

CRD交換レール 

 

ペデスタル開口部 

 

PCV 

RPV 

ペデスタル ③ 

① 
② 

1階グレーチング 

 

映像位置・方向 

② １階グレーチング 

ＣＲＤ交換
レール面 

堆積物 

注記：①～③の写真は画像処理後 

２号機ＰＣＶ（ペデスタル内）調査（調査結果） 

 5．燃料デブリ取り出しに向けた研究開発（２号機ＰＣＶ調査結果） 
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 福島第一原発からの燃料デブリや放射性廃
棄物等を遮へい機能の高い部屋に搬入し、被
ばくを避けるため、グローブボックスやマニピ
ュレータ等を用いて分析・研究する。 
 

 2013年11月、立地候補地の技術的要件等を
決定。立地地点を選定した上で、2018年度中
の運用開始を目指している。 

②放射性物質の分析・研究施設 

グローブボックス マニピュレータ 

①モックアップ施設 

 格納容器下部の実寸大模型を設置し、漏えい
箇所を調査・補修するロボットの実証試験や運
転員の訓練等を実施するもの。 
 

 2013年5月、楢葉町（楢葉南工業団地）に立地
することを決定し、2014年9月26日に起工式を
実施。2015年度末の竣工を予定 

完成予想図 

 5．燃料デブリ取り出しに向けた研究開発（ＪＡＥＡによる研究施設） 

 ＪＡＥＡでは廃炉に関する技術基盤を確立するため、2012年度補正予算で、①遠隔操作機器・
装置の開発実証施設（モックアップ施設）、②放射性物質分析・研究施設を整備。国内外の幅
広い分野の研究者が共同研究を実施する場とする。 
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 福島第一原子力発電所構内で作業に従事する作業員（協力企業及び東電社員）は増加傾向にあり、2015
年2月には7000人を超えた。将来の作業員確保について要員不足にならないことを主要元請企業に確認し
ている。 

 6．労働環境改善（作業員の推移） 

平成２５年４月以降の各月の平日１日あたりの平均作業員数（実績値）の推移 

2950 3060

3130

2990

3130 3290

3220

3410
3540

3730
4020 4270

4450

5490
5730

58006440

6220

6600
6890

6570

7130

4840

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０
月

１
１
月

１
２
月

１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０
月

１
１
月

１
２
月

１
月

２
月

2013年度 2014年度



23 

無断複写・転載禁止 東京電力株式会社 

 6．労働環境改善（敷地内全域の線量分布 －３０ｍメッシュ 胸元（地表１ｍ）高さ－ ） 

提供：日本スペースイメージング（株）、(C)DigitalGlobe 

：目標線量率（５μSv/h）を確認したエリ
ア（胸元または地表面で確認） 

1000 ～10000 

500 ～ 1000 

100 ～ 500 

50 ～ 100 

20 ～ 50 

5 ～ 20 

0 ～ 5 

線量率[μSv/h] 

10000 ～ 
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 6．労働環境改善（作業現場の環境改善） 

■ 海側のガレキ撤去 ■ タンクエリアでの浸透防止工 
作業前 作業後 作業前 作業後 

２号機タービン建屋前 

Rw集中処理建屋 

４号機タービン建屋前 

■ 護岸エリアのフェーシング（舗装） 
作業前 作業後 

３－４号機間 海側 



25 

無断複写・転載禁止 東京電力株式会社 

 7．廃止推進に向けた組織整備 

福島第一原発の廃炉 

・プールからの燃料取り出し 

・汚染水対策 

（タンク増設、汚染水浄化、雨水対策等） 

・ガレキ・廃棄物の保管・管理 

・安全品質確保のマネージメント 

・労働環境の改善 

・設備の恒久化  等 
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ご静聴いただきありがとうございました。 


